
訳者あとがき

1．ここに訳出紹介するのは，スタンＧ・デバーコウ，レスリーＡ・ワィテナー共著「農業

労働統計データの諸源泉（殿新版）」農務省経済調査局農業・農村経済部，農業ハ

ンドブックＮ0658,1986年８月|:|Ｉ（AgriculturalLaborDataSources：AnUpdate，

ｂｙＳｔａｎＧ、DaberkowandLeslieA，Whitener，AgricultureandRuralEconomics

Division，EconomicResearchService，Ｕ､Ｓ、DepartmentotAgriculture・Agricultu-

reHandbookNo、６５８，IssuedAugustl986）である。

著者の１人スタン・デバーコウ氏は本書執筆時は合衆国農務省経済調査局農業・農村経

済部所属、現在は同じく経済調査局天然資源部所属のエコノミスト，もう1人のレスリー

・ワイテナー女史は現在，農業・農村経済部農村労働117場課所属のソシオロジストである。

2．本書はアメリカ農業における就業，雇用，賃金の状況を示す多様な統計データが，それ

ぞれどこからどのようにしてでてくるのか，それら相互の関連いかん，また，それらの間

の相違ないしくいちがいは何に根ざすのかを統計データの諸源泉にさかのぼって詳説した

ものである。

アメリカ農業の労働力構成，雇11]労働問題，労働者状態を解明するには，どこにどのよ

うな統計データが存在し利用できるのか，また，それらはどのような限界をもつものであ

るのかを統計利用者に教えてくれる。

3．これらについて解説を与えるなかで，著者はデータ源のもつ共通の難点として次の４点

を指摘している。

すなわち(1)結果表章の地域的細別が限られていること，(2)サンプルサイズが小さいこと。

(3)データ収集の回数が少ないこと，(4)調査結果に農業労働者の大きな部分が含まれていな

いこと，である。（１１は農業労働統計データの多くが，州ないしそれ以下のレベルにおいて

利用不可能であることを指摘したもので，これは直接(2)と関連している。

とくに，近年のレーガン的「行革」による統計予算の削減のなかでサンプルサイズの縮

小や調査内容の簡略化，報告回数の削減，結果報告の圧縮がつぎつぎと強要されている｡著

者の指摘するデータ源の難点の解決は一そうむずかしい状況である。

現在は，まさにEraofDwindlingDataSources（データ源縮小の時代)-1983年

アメリカ農業経済学会年次大会共通テーマーというにふさわしい。

さらに(4)は現在の農業労働統計データの体系が主としてメキシコからの膨大な不法入国農

業労働者をとらえるものになっていないことを指摘したものである。

合衆国農業とくに果実・野菜部門をささえる決定的要素となっている証明書不所持の外
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国人労働者（undocumentedalienworkers）がアメリカの公式の統計データに殆んど含

まれていないことは統計の信頼性にかかわる重大'111題であって，統計データの利用上決し

て無視できない点である。

4．なお，本評の内容と直接に関連する報告資料として，日本統計研究所刊行の次の２つの

翻訳資料もあわせて参照されたい。

（１）アメリカ農業労働者調査報告（１９８１年）〔TheHiredFarmWorkingForceof

l981〕，統計研究参考資料Ｎｑ２０，法政大学日本統計研究所，1984年１２月

（２）アメリカ合衆国における農業労務請負制〔FarmLaborContractingmtheUnited

States，１９８１〕，統計研究参考資料Ｎｏ２６，法政大学日本統計研究所，1986年１２月

5．さいごに，日本語訳の本誌掲載を快諾されたLeslieA，Whitener女史およびＳｔａｎＧ．

Daberkow氏に感謝する．なお訳出は喜多克己が担当した。
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